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総合的な探究の時間「知の探究」におけるＩＣＴの活用 

              

秋田高校探究活動委員会 

 

【Ｒ２年度の取り組み】 

新型コロナウイルスの影響による休校を機に、学校で G Suite for Education を導入し、classroom

などの活用を開始。従来から情報室は開放をしていたが、ＰＣ台数不足の解消と活動時の「密」を避け

ることを主な目的とし、探究活動の時間は生徒にスマートフォンの利用を許可しＩＣＴ活用を進めた。

各自のスマートフォンの使用がメインだったため、文書等の作成はやや不便であり、休み時間や放課後

の使用が制限されるなどの課題も生じた。 

①研究のための情報検索 

②１年生の県立図書館特別貸出のためのリクエスト集約（「Forms」入力→「スプレッドシート」で集約

し excel ファイルで送信。従来は担任のとりまとめや手書き資料の送付など） 

③２年中間報告会用資料の共同編集（「ドキュメント」利用。従来は各自が資料を手書き作成） 

④２年の発表（コンテスト・クラス予選）でのスライドの共同編集（「スライド」利用。従来はパワーポ

イントで作成していたため、時間に制約、特定の生徒に負担） 

⑤２年の発表時に体育館の Wi-Fi を利用し Google 上のファイルを使用、動画再生に Youtube 利用（従

来は当日使用ＰＣでパワーポイントのバージョンの差によるズレがないか、動画が動くか確認が必

要）。 

⑥１年ポスター発表会、２年コンテストでの発表に対する参観生徒からのコメント募集・集約（「Forms」

入力→「スプレッドシート」で集約）、公表（classroom 利用）新規 

⑦１年ポスター発表会での要旨集作成（「Forms」入力→「スプレッドシート」で集約）新規 

⑧２年生論文の作成（「ドキュメント」利用）、提出（classroom 利用）（従来は手書き） 

 

 

【Ｒ３年度の取り組み】 

全生徒に Chromebook が配付（本校では原則自宅持ち帰り）され学校の Wi-Fi 環境も整備されたため、

文書作成等スマートフォン利用に伴う課題の多くが解消され、多くの面でＩＣＴの活用が進んでいる。 

⑨配付資料のペーパーレス化（ＰＤＦへの書き込み方法も指示） 

⑩普段の探究活動における検索、２年生グループ活動におけるさまざまな共同作業（中間報告会資料の

共同編集、発表スライドの共同編集など） 

⑪毎時間の振り返りシートの電子化 

⑫講演会や講座の、各教室での視聴 

⑬県立図書館へのリクエスト募集・集約の電子化（１・２年とも「Forms」等利用） 

⑭提出する論文やポスターの電子化（提出も classroom でデータ提出） 
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【詳細と課題】 

②⑥⑦⑬など 「Forms」の活用 

生徒の回答を「スプレッドシート」で開くと excel と同様の操作で集約可能。さまざまな面での生徒

の意見集約が圧倒的に容易になった。 

《Form 作成時の注意》 

・「設定」の「回答」から「メールアドレスを収集する」を有効にする（クラス・番号・氏名の入力だけ

だとなりすまし入力発生の可能性あり）。ただし、保護者など、e-akita 以外からの回答でアドレスを

自動収集しようとすると Google にログインしてもらう必要があるため、この場合は必要に応じてア

ドレスを入力してもらうことにする。 

・「設定」の「回答」から「回答の編集を許可する」を有効に、「回答を１回に制限」は無効のままにし、

期限が過ぎたら「回答を受付中」をオフにするのが良さそう。１回のみに制限しないと同じ生徒が複

数回送信することがあり集計の際に戸惑い、編集を許可しないと、誤って送信した生徒が直せない、

ということがある。 

⑤発表時の Google 上のファイル使用 

Chromebook 用の Wi-Fi 環境が整っている教室などでの発表時は問題ないが、体育館には Chromebook

用の Wi-Fi が通っていないため、発表会でのスライドの使用などに工夫が必要。「オフラインで使用可」

処理をすればスライドは動かせそうだが、Youtube 動画は貼り付けただけでは動かせない。年度末のコ

ンテストに向けての検討課題。 

⑨配付資料のペーパーレス化 

 普段の配付資料は基本的に classroom にアップしている。体育館での講座や講演会の資料もできる限

りプリント配付をやめている。ただし体育館には Chromebook 用の Wi-Fi が無いためその場で classroom

上の資料にアクセスすることはできず、資料は生徒に事前にダウンロードさせておく必要がある（ＰＤ

Ｆファイルは「新しいウィンドウで開く」で開いてから「ダウンロード」を選択すると端末の「マイフ

ァイル」「ダウンロード」にダウンロードされる）。講演会のスライドは事前にダウンロードさせておく

と「小さくてよく見えない」というトラブルを回避できる（講師への事前の確認が必要）。 

 プリントでない場合、メモをどうとらせるかという問題があるが、Chromebook でＰＤＦファイルにメ

モする方法は生徒に告知している（ダウンロードの仕方とともに動画を作成し視聴を促した）。この方

法がなじまず手帳にメモをとる生徒もいる。 

⑪振り返りシートの電子化 

４月・５月のガイダンス・セミナー時は練習も兼ねて「Forms」を利用（入力・送信）。集約は容易だ

が、これでは生徒ごとの取り組み状況を一覧化できないことから、６月以降は各生徒にシートを配信し

入力させる形にした。 

《方法》スプレッドシートで作成した入力シートのファイルを各ＨＲの classroom から（※）課題とし

て配信（ファイルを添付する際に「各生徒にコピーを作成」を選択するのを忘れない）。生徒は

各時間終了時にシートに入力。基本的に「提出ボタン」は押させないことにした（押させなく

ても担任は随時生徒のシートを見ることが可能。提出ボタンを押すと、教師が「返却」するか

生徒が「提出を取り消す」しないと生徒が新たに入力できない。ただしボタンを押さないと、

課題の一覧表示での「提出」「未提出」の判別はできない。） 
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※）連絡や資料は各学年の総探の classroom で提示しているが、振り返りや論文等の提出物の枠は各Ｈ

Ｒの classroom から配信している。このようにすることで、自動的にクラスごとのファイルフォル

ダが作成され整理させる。学年全体の classroom で配信すると、ファイル名に生徒氏名のみ自動で

入るがクラスや出席番号は入らないため、ファイルの整理が煩雑になる（ファイル名をクラス番号

氏名＋タイトルにするよう生徒に指示すれば回避はできるが徹底が難しい）。 

⑭提出する論文やポスターの電子化 

 校内での処理については問題ないが、外部にファイルを送信したりする際にファイルの変換（ドキュ

メントを word に、など）が必要となり、その際に「ズレ」が生じる可能性があり、チェックが必要。 

 生徒が提出した課題については、そのままでも該当 classroom に「教師役」として参加している教員

は閲覧できるが、それ以外（翌年以降の担当者も含めて）の閲覧のことを考えると「ダウンロード」し

て教員全員がアクセスできるサーバーに保管するのが良さそう。 
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　　総合的な探究の時間
　　　「知の探究」

　　におけるICTの活用  
令和３年度　ICT活用推進モデル校事業中間発表会

令和３年度　ICT活用推進モデル校事業中間発表会

　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県立秋田高等学校 
　　　　　　　　　　   知の探究コンテスト最優秀グ

ループに送られる佐々木毅杯

報告の流れ
・本校の総探の活動概要
・R２年度の取り組み
・R３年度の取り組み
・詳細や課題　←持ち帰ってぜひ試してみてください。

　　　　　　　　　　　　　　※試行錯誤中ですので、より良い方法などありま　　　　　　　　　　　　　　　
したら教えてください。
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本校１・２年生の総合的な探究の時間は
「知の探究」

１年生：個人研究《ポスター発表・論文作成》
　　　　　　（本格的な研究の準備）

　　　　　
２年生：グループ研究《プレゼン型発表・論文作成》
　　　　 （本格的な研究）

いずれもクラス予選→代表発表会　テーマはほぼ自由　詳細は配付資料参照

Ｒ２年度

①情報検索

②県立図書館特別貸出のためのリクエスト集約
「Forms」入力、「スプレッドシート」で集約、excelファイルで送信
  従来は担任のとりまとめや手書き資料の送付など

③２年中間報告会用資料の共同編集
「ドキュメント」利用。従来は各自が資料を手書き作成

・G Suite for Educationを導入
・各自のスマホ使用がメイン
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Ｒ２年度

④２年の発表でのスライドの共同編集
「スライド」利用。
  従来はパワーポイントで作成、時間に制約、特定の生徒に負担

⑤２年の発表時にGoogle上のファイル利用
　Google上の「スライド」ファイル使用、動画再生にYoutube利用
　従来は当日使用ＰＣでの動作確認（パワポのズレ、動画再生必要）

・G Suite for Educationを導入
・各自のスマホ使用がメイン

Ｒ２年度

⑥発表に対する参観生徒からのコメント募集・集約
「Forms」入力、「スプレッドシート」で集約、classroomで公表　新

⑦１年ポスター発表会での要旨集作成
「Forms」入力、「スプレッドシート」で集約　新

⑧２年生論文の作成
「ドキュメント」利用、classroomに提出　従来は手書き

・G Suite for Educationを導入
・各自のスマホ使用がメイン
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Ｒ２年度 ・G Suite for Educationを導入
・各自のスマホ使用がメイン

Ｒ２年度

〇同時に使える人数が情報室のPCよりも多い
〇classroomで情報共有容易に
〇Formsで集約容易に

×文書作成にはスマホは不便
×休み時間や放課後の使用に規制

・G Suite for Educationを導入
・各自のスマホ使用がメイン
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Ｒ３年度

⑨配付資料のペーパーレス化
　ＰＤＦへの書き込み方法も指示

⑩普段の探究活動における検索、
　２年生グループ活動におけるさまざまな共同作業
　中間報告会資料の共同編集、発表スライドの共同編集など

⑪毎時間の振り返りシートの電子化

・教室にWi-Fi
・Chromebookで文書作成等容易に

Ｒ３年度

⑫講演会や講座の、各教室での視聴

⑬県立図書館へのリクエスト・集約の電子化（1・2年）

⑭提出する論文やポスターの電子化
　「ドキュメント」「スライド」利用。classroomに提出

・教室にWi-Fi
・Chromebookで文書作成等容易に
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詳細と課題

生徒の回答を「スプレッドシート」で開くとexcelと同様の操
作で集約可能。さまざまな面での生徒の意見集約が圧倒
的に容易に

　②⑬図書館への本のリクエスト
　⑥発表へのコメント集約
　⑦要旨集作成

　②⑥⑦⑬など
　「Forms」の活用

詳細と課題

《Form作成時の注意１》　配付資料に紫の部分を追記してください

「設定」の「回答」から
「メールアドレスを収集する」と
「秋田県教育庁 と信頼できる組織のユーザーに限定する」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
を有効に
　　生徒対象の場合はこれでアドレスが自動収集される
　　（下線部を無効にするとアドレス入力必要）

クラス・番号・氏名の入力だけだとなりすまし入力発生の可能性あり

　②⑥⑦⑬など
　「Forms」の活用
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この画像は配
付資料に入っ
ていません

詳細と課題

《Form作成時の注意１》　配付資料に紫の部分を追記してください

「設定」の「回答」から
「メールアドレスを収集する」と
「秋田県教育庁 と信頼できる組織のユーザーに限定する」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
を有効に   
保護者など、e-akita以外からの回答でアドレスを自動収集しようとすると
Googleにログインしてもらう必要があるため、この場合は下線部は無効にし
必要に応じてアドレスを入力してもらう。

　②⑥⑦⑬など
　「Forms」の活用
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詳細と課題

《Form作成時の注意２》　
「設定」の「回答」から
　「回答の編集を許可する」を有効に
　「回答を１回に制限」も有効に   ←配付資料を訂正してください

　 回答期限が過ぎたら「回答を受付中」をオフに

　    同じ生徒が何度も送信し集計時に混乱
　    誤送信した生徒が直せない　　　　　　などの回避

　②⑥⑦⑬など
　「Forms」の活用

詳細と課題

Chromebook用のWi-Fi環境が整っていない
場所（本校では体育館）での発表会ではスライドの使
用などに工夫が必要。

スライドは「オフラインで使用可」処理をすれば動かせそうだが、
Youtube動画は貼り付けただけでは動かせない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（年度末までの検討課題）

　⑤発表時の
　　　　Google上のファイル利用
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詳細と課題

普段の配付資料・・・classroomにアップ
体育館での講演会などの資料事前のダウンロード必要
　体育館にChromebook用のWi-Fiが無いため

　その場でclassroom上の資料にアクセスできない

ＰＤＦファイルは「新しいウィンドウで開く」で開いてから「ダウンロード」を選択
すると端末の「マイファイル」「ダウンロード」にダウンロードされる

　⑨配付資料の
　　　　　　ペーパーレス化

詳細と課題

ダウンロードしたＰＤＦファイルには
　　　　　　　　　　Chromebookで手書きメモ可能
（ダウンロードの仕方とともに解説した動画を作成し視聴を促した）
　※手帳にメモをとる生徒もいる。

講演会のスライドは事前にダウンロードさせておくと「小さくてよく見
えない」というトラブルも回避できる（講師への事前の確認が必要）

　⑨配付資料の
　　　　　　ペーパーレス化
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詳細と課題

始めは「Forms」で入力・送信・・・生徒ごとの取り組み状況を一覧化できない

→６月以降は各生徒にシートを配信し入力させる形に

・入力シートのファイルを各ＨＲのclassroomから課題として配信※
　　　　　　（ファイル添付時に「各生徒にコピーを作成」を選択）
・生徒は各時間シートに入力。「提出」は押さなくてよいことに

「提出」を押させなくても担任は随時生徒のシートを見ることが可能。提出ボタン
を押すと、教師が「返却」するか生徒が「提出を取り消す」しないと生徒が新たに
入力できない。ただしボタンを押さないと、課題の一覧表示での「提出」「未提出」
の判別はできない。

　⑪振り返りシートの電子化

詳細と課題 　⑪振り返りシートの電子化
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詳細と課題

※について

連絡や資料は各学年の総探のclassroomで提示
提出物の枠は各ＨＲのclassroomから配信
このようにすることで、自動的にクラスごとのフォルダが作成され整理させる。学
年全体のclassroomで配信するとクラスごとに整理されない。ファイル名に生徒
氏名のみ自動で入るがクラスや出席番号は入らないため、ファイルの整理が困
難。
（ファイル名をクラス番号氏名＋タイトルにするよう生徒に指示すれば回避はでき
るが徹底が難しい）

　⑪振り返りシートの電子化

詳細と課題

回収後の閲覧・活用時に注意が必要。
生徒が提出した課題は該当classroomに「教師役」として参加している教員
は閲覧できるが、それ以外（翌年以降の担当者も含めて）の閲覧のことを考
えると「ダウンロード」して教員全員がアクセスできるサーバーに保管するの
が良さそう。
（以下の部分は配付資料と表現を変えています）

「ドキュメント」「スプレッドシート」のファイルはそのまま外部に持ち出すこと
（外部のサーバーに保存、メール添付など）ができない。持ち出す場合はダウ
ンロードが必要だが、その際にファイルの変換が必要でPDFへの変換以外
（ドキュメントをwordのdoc.にする場合など）では「ズレ」が生じる可能性あり

　⑭提出物の電子化
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報告の流れ
・本校の総探の活動概要
・R２年度の取り組み
・R３年度の取り組み
・詳細や課題　←持ち帰ってぜひ試してみてください。

　　　　　　　　　　　　　　※試行錯誤中ですので、より良い方法などありま　　　　　　　　　　　　　　　
したらぜひ教えてください。
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